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４つのテスト １.真実かどうか ２.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか ４.みんなのためになるかどうか

 

本日のプログラム 第 2110 回例会 2023年 8月 3日（木） 担当 会長・幹事 

「Ｃ．アッセンブリー 新年度活動方針」 

 

 

 

 

 

＊ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

＊お客様の紹介 

東海北陸道グループ ガバナー補佐 渡邉 剛 様 

ＩＭ実行委員長 西川 昇 様 

＊会長あいさつ 森 敬会長 

本日は前回の例会に続きＣ.アッセ

ンブリーです。各委員長さん今年

度の活動方針の発表を宜しくお願

い致します。さて、７月１５日

（土）に会長、副会長、幹事の３役とクラブ研修リ

ーダーの４名で、２４時間テレビ・長良川清掃プロ

ジェクトに参加をして来ました。場所は岐阜グラン

ドホテル前に９時集合で河川清掃をしました。ここ

はバーベキューやキャンプをしている人が多い場所

なので、ゴミも多いのかな？と思っていましたが、

比較的少ない印象でした。しかし、直火でバーベキ

ューをした跡もありましたしゴミもそれなりにあり

ましたので、このような活動は継続することが大切

だと感じました。当クラブでは例会場前の河川敷で

年に２回長良川環境レンジャーさんと合同で清掃活

動等を開催していますので、皆様多数の参加をお願

い致します。そして、７月２２日（土）にロータリ

ー財団研修セミナーがあり、私とロータリー財団委

員長の高井良祐さんの２名が参加して来ましたので

重要なところだけお話しします。「ロータリー財団

の使命」ですが、ロータリアンが健康状態を改善

し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通

じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにす

ることです。「教育への支援、貧困を救済する」に

対しては、当クラブでは青少年育成やひとり親家庭

の子供たちを中心に貧困世帯への支援をしておりま

す。今年度は既にロータリー財団補助金を利用し

て、米作り農業体験事業を行い貧困世帯の子供たち

と一緒に田植えをしました。９月には子供たちと稲

刈りもします。収穫したお米を食べ、食に対する勉

強もする予定です。「世界理解、親善、平和」につ

いては、当クラブは友好姉妹クラブである台湾の台

関中央ロータリークラブ

前例会の記録 第 2109回 2023年 7月 27日（木） 

テーマ 

「ガバナー補佐様によるＣ．アッセンブリー」 

／担当 会長・幹事 

2023～2024年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「親睦から生まれる奉仕の心、 

奉仕から広がる友情の輪、そして共に成長し合おう」 



北南隆ロータリークラブとの交流をしていますし、

今年度はコロナで途絶えていた関商工高等学校と台

湾の景文高校とのリアルの交流の支援もします。１

２月に実際に生徒を台湾に連れて行く予定です。

「ロータリー財団の使命」を考えると、当クラブが

行っている事業は正しいのではないかと思いまし

た。それから、前回のＣ．アッセンブリーで感じた

事を少し話したいと思います。良かったなぁと思っ

た発表はニコボックス委員会です。古田博文委員長

がニコニコボックスの本来の在り方について話され

たのが大変良かったです。嬉しい事があった時、楽

しい事があった時にメッセージを添えて投函する。

しかし現状は事務的に、しかも義務的にそれぞれ１

ポイント投函しています。３ヶ月ほど前に前田仁夫

さんと美濃加茂ＲＣにメークアップして来たのです

が、そこでは出席会員のほとんどがメッセージを付

けていました。うちのクラブでもこの様な雰囲気に

なると良いなと感じたのを思い出しました。ぜひ皆

様、嬉しい事や楽しい事があった時にはメッセージ

を付けて投函して頂き、場を盛り上げて下さい。そ

れから職業奉仕委員会ですが、私の分かる範囲でお

話しさせて頂きますと、職業奉仕とはロータリーの

５大奉仕であるクラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、

青少年奉仕の中でも最も重要でありロータリーの根

幹となるものです。前回の例会でロータリークラブ

とは職業人の集まる社会奉仕団体であると話しまし

た。会員それぞれが職業を持ち、自分の職業を通じ

て社会貢献、社会奉仕を行っています。長谷部委員

長は協和コンクリートさんでコンクリート製品を作

られています。例えばその製品のＵ字溝を使い用水

路を作り田んぼに水を引く、または排水路を作り雨

水を流すなど、その製品を製造する事で既に人々の

為になっています。もっと分かりやすい例では、直

前会長がフジケン土木さんで武儀町や上之保で河川

改修工事を行っておられます。護岸工事を行うこと

で、市民が安全に暮らせる様にしてくれています。

既にそれこそが職業奉仕です。まずは皆様、自分の

仕事を精一杯頑張って下さい。自分の仕事を頑張る

事が職業奉仕であり社会奉仕となります。暑い時期

ではありますが頑張りましょう。 

＊ご挨拶 

東海北陸道グループ  

ガバナー補佐 渡邉 剛 様 

これから 1年間ガバナー補佐を務め

させていただくことになりました。

皆様方にはご支援ご協力をよろしくお願いいたしま

す。このコロナ禍の中で、政府が多くの補助金を交付

しており、それを不正に受給していたというケース

が時々報道されています。120年ほど前、アメリカの

シカゴでは商業道徳が退廃して詐欺的商法がまかり

通っているというような状況であったそうですが、

その時にポール・ハリスという青年弁護士が数人の

仲間と何とかしないといけないということで、1週間

に 1 度集まって会合を持ったということがロータリ

ークラブの原点であるということです。そのことを

思い出しまして、現在、日本もそれに近い状態になり

つつあるのではないかと思っています。ゴードンＲ・

マッキナリー会長が「世界に希望を生み出そう」篠原

ガバナーは「奉仕の心を未来へつなげよう」というス

ローガンを唱えています。こうしたゴードンＲ・マッ

キナリー会長やガバナーの思いを各クラブのロータ

リアンの皆様方にお伝えをしていくことが自分の務

めではないかと思っております。1年間どうぞよろし

くお願いします。  

＊ガバナー補佐様によるＣ．アッセンブリー 

＊クラブ奉仕委員会 

川上勉委員長 

【基本方針】 

人々の生活の質を向上させ、世界

の理解と平和の推進というロータ

リーの究極の目標を達成するために、各委員会のプ

ログラムを通じて、クラブと地区が親睦と親善を図

りながら、地域社会で奉仕目標を達成することを目

指す。 

※今年度の会長テ－マ「親睦から生れる奉仕の心、

心から広がる友情の輪、そして共に成長し合おう」 

――ロ－タリ－の原点だと思います。基本方針の要

約はロ－タリ－の原点をもう一度見つめて直す。 

関中央ＲＣの基本的活動は、環境保全及び青少年育

成を中心に活動している。今年度も景文高校と関商



工との交流事業、一人親家庭児童の食育活動等、素

晴らしい計画がされていて大変喜ばしい事と思いま

す。 

【事業計画】 

※次年度の為に、今年度は 3項目を頭において活動

する。 

1.現状を調査する 

地域の抱えている問題や活用できるリソース、プロ

ジェクトに対するクラブの活動が、地域からの支援

と参加が得られるかどうか。これまで奉仕活動の経

験を生かせるかどうか、投入できる時間とリソー

ス、プロジェクトの実施期間と成果の持続性等を考

慮する。 

※今までの活動に満足する事では無くまだ地域社会

で取り組まなければならない事業があるかもしれな

いので、今一度地域情勢を調査する。 

2.プロジェクトを選ぶ 

事業の結果を記録し、今後のプロジェクトを計画す

る際の参考にする。 

※現状調査結果を踏まえ私たちクラブができる能力

や時間、資金を考慮してプロジェクトの実施期間と

成果の持続性を考慮する。――活動の再確認 

3.実行後の成果を評価する。 

評価の結果を記録し、今後のプロジェクトを計画す

る際の参考にする。 

※毎年 6月に各委員長が反省と次年度への提言が行

われているが、新旧委員長会議において反省(成果)

の記録、次年度プロジェクト計画案の意見交換をし

っかり行い、次年度の計画の参考にする。 

＊社会奉仕委員会 

吉田和也委員長 

【基本方針】 

 関市役所や地域の奉仕団体と連携

を図り、関市民、地域社会の方々

の生活の質の向上を目指し、一丸となって支援活動

をする。 

【事業方針】 

・地域に奉仕し活動に積極的に参加し支援する。 

・環境保全委員会の活動を支援し参加する。 

・青少年育成活動に協力する。 

・関市役所や NGO法人、支援隊、ヘルシーライフ関

等と協力し意見を聞き、関市内のひとり親家庭の支

援をする。主な事業内容としては、11月 5日森林整

備例会、11月 11日と来年の 6月 4日には長良川流

域クリーン作戦例会、長良川環境保全例会がありま

す。また財団補助金の活用として米作り農業体験事

業を行います。5月 20日の田植え体験、9月 17日

の稲刈り体験、取れた米を食べて食育について学ぶ 

食育体験を行うとともにこれらを通じて感じたこと

を作文や絵画として提出してもらい、わかくさプラ

ザに展示する予定です。 

＊国際奉仕委員会 

波多野篤志委員長 

【基本方針】 

・国際奉仕活動を積極的に行い、国

際間の理解・親善・平和を促進す

る。 

・会員の意識高揚に努める。 

【事業計画】 

1.台湾の姉妹クラブと共に青少年交換活動を積極的

に推進する。  

2.関商工と景文高校との交流を援助する。 

3.姉妹クラブと協力して、国際奉仕活動の模索及び

計画をする。  

今年度は特に、台北南隆ロータリークラブとの交流

を再開したいと思っています。景文高校と関商工の

交流事業がコロナ過により途絶えてしまいました。 

先人の作ってくれた他のクラブでは中々無い、当ク

ラブの代表的な国際事業ですので、何とか継続して

行えるようにしていきたいと思っています。2018年

12月に関商工の生徒 8人が台湾研修に行きました。 

2019年 6月に景文高校から 10名の生徒さんが日本

に来ています。その後コロナ過で 2年間何も行動で

きませんでしたので、2022年に、台北南隆ロータリ

ークラブと連絡を取り、オンラインにて高校間の交

流を再開させました。2022年と 2023年の 2月に景

文高校と関商工のオンライン交流会を開催していま

す。今年度も開催するよう学校と話しています。 

今年は、12月 17日～20日までの 3泊 4日で、台北

の景文高校に交流事業として関商工の生徒を連れて



行く予定です。現時点で関商工の生徒 11名の希望

がありました。予定より人数が多いですが、4年間

途絶えていたことと、今後の基礎を作るためしっか

り対応していきたいと思っています。また、この事

業を通して、新しい会員の皆さんに参加していただ

き、他クラブには無い当ロータリークラブの魅力と

活動意義を理解していただき、会員増強に繋げてい

っていただきたいと思います。 

また、国際奉仕活動の模索及び計画をするとなって

いますが、この国際交流を通じて、世の中の為にで

きる良い活動を模索していきたいと思っています。 

皆さんのご協力をお願いします。 

＊青少年育成委員会 

古田育則副委員長 

【基本方針】 

次世代を担う青少年の健全育成の

ために地域社会と連携を図り支援

協力をする。 

【事業計画】 

1. 関商工インターアクトクラブに協力をする。 

2.関市発明工夫展、児童生徒科学作品展に協賛す

る。 

 3.関市スポーツ少年団の行事に協賛する。 

＊助言・総評  

ガバナー補佐 渡邉 剛 様  

いずれの委員会も素晴らしい活動をされており、持

ち帰って自分のクラブの活動の参考にしていきたい

と思いました。ありがとうございました。 

＊ご挨拶 

ＩＭ実行委員長 西川 昇 様 

来る 10月 29日に郡上総合文化セ

ンターでＩＭ を行うこととなりま

した。「長寿社会を迎える家族の関

わり方 社会のあり方」を演題に講演会を開催しま

す。 講師は慈恵中央病院の稲垣麻衣子先生にお願

いをしています。先生は我々の会員の竹内委員長と

同じ病院ということでお願いをいたしました。ホス

トクラブの郡上八幡としては、会員が一丸となって

しっかり準備をしながら皆様方を迎える所存です。

大勢の方々の参加をいただければと思っております

のでどうかよろしくお願いします。 

＊7月度 IGM報告 

レポーター 北原慎会員 

7月 20日（木）に開催しました

ＩＧＭの報告をさせて頂きま

す。カウンセラー 前田仁夫さ

ん、Ｒ情報委員 喜久生明男さん、世話係 古田博文

さん、今年度入会の林剛司さん、会長の森敬さんと

私の 6名でこちらの関観光ホテルで 18時から開催

いたしました。喜久生さんが考える奉仕とは一人で

する奉仕よりも 10人であれば 10倍、100人であれ

ば 100倍の内容や成果が出る、その中で心のグルー

プができあがり友情を深めることにもなり、互いが

成長できる素晴らしい場になると話されました。み

なさんのお話の中で最重要課題の会員増強について

の話が多々ありました。古田さんからのお話ではロ

ータリークラブでの甲子園に対する熱い思いを感じ

ました。野球をとおした会員同士の絆や連帯感が奉

仕活動への意欲を生む良い機会だと話されてみえま

した。私自身も野球経験者であり、団体スポーツを

体感してきましたのでそこには強く共感するものが

ありました。前田会員からは、会員数が増えていて

も出席率が悪いクラブでは意味がないと言われ、我

が関中央ＲＣは出席率と奉仕や寄付の内容は過去も

現在も非常に良い活動をしてきていると話されまし

た。会員増強は必須要件ではありますが、やはり良

い仲間を見つけることに注視しなければならないと

感じました。林さんに関しては私にとって初めての

年下会員で非常にうれしいです。私より、はるかに

しっかりしている印象を受けました、私が先輩にな

りますので今後は君付けで呼べる唯一の後輩会員と

して一緒に活動できる喜びを感じました。ＩＧＭは

少人数で会員同士の意見交換ができる良い機会で

す。参加するたびに参加者の方々の温かいお人柄に

触れ、同じクラブ会員として誇らしく思います。自

分もそう思われる会員になれるよう行動していこう

と思いました。 

＊出席委員会 

会員数 28 名、本日の出席 18 名です。 

 



＊ニコボックス委員会 

・ガバナー補佐  渡邉 剛 様 

今年度 1 年間ガバナー補佐を務めさせて頂きます

のでよろしくお願いいたします。 

・ＩＭ実行委員長 西川 昇 様 

本日よろしくお願い申し上げます。 

・会長、副会長、幹事 

東海北陸道グループ ガバナー補佐 渡邉 剛 様、 

ＩＭ実行委員長 西川 昇 様、本日はよろしくお

願いします。尚、本日の発表の委員長さんよろし

くお願いします。 

・前田 仁夫さん 

ＡＧのご来訪 welcome です。1 年間よろしくお願

い申し上げます。 

・林 剛司さん 

中学 3 年生の息子が今週末、硬式野球の全国大会

に行ってきます！全国優勝出来ますように。 

20 名のご投函ありがとうございました。 

＜次例会の案内＞ 

第 2111 回 2023 年 8 月 10 日（木） 

卓 話 喜久生 明男 会員 

テーマ 「ＣＯＶＩＤ―１９のその後と 

関市スポーツ協会からのお願い」 

担 当 ロータリー情報委員会 

 

 

 

 

 

 

 


